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撮影  現三田高校3年2組　西沢　隆

時間：午前10時～午後4時　休日：金曜・土曜・日曜・祝祭日
E-mail／t-mita@wakaba-kai .org/
HP／http://www.wakaba-kai .org

2018年(平成30年)6月には記念式典・祝賀会を行います。
また、記念誌の発行も予定しています。
詳細は来年度お知らせします。皆様のご協力をお願い致します。

2018年 ワカバ会は90周年を迎えます



平成28（2016）年11月1日発行 会　報　わ　か　ば
　

今
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
、
日
本
人
選
手
た
ち
の
活
躍

が
印
象
的
で
し
た
。
従
来
日
本
人

に
は
無
理
と
思
わ
れ
た
種
目
で
も
、

果
敢
に
挑
戦
す
る
選
手
た
ち
が
結

果
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
以
前
と

比
べ
れ
ば
、
今
の
選
手
た
ち
は
科

学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
国
際

試
合
に
も
慣
れ
て
い
て
、
国
を
背

負
っ
た
悲
壮
感
が
な
く
、
純
粋
に

記
録
や
勝
負
に
挑
戦
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
時
代
の
差
を
感
じ
ま
す
。

次
の
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
も
期
待
が
広
が

り
ま
す
。
東
京
で
は
開
催
に
向
け

て
近
代
化
・
国
際
化
が
さ
ら
に
進

ん
で
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に
若
い
世
代
が
世
界
に

目
を
向
け
、
活
躍
す
る
場
を
広
げ

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

レ
ベ
ル
は
違
い
ま
す
が
、
ワ
カ

バ
会
の
奨
学
金
制
度
も
若
い
人
に

期
待
す
る
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。

今
年
度
も
9
人
の
生
徒
を
支
援
し

て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
経
済
的
環

境
の
中
、
自
分
の
進
路
を
め
ざ
す

生
徒
た
ち
が
希
望
を
つ
な
い
で
頑

張
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
同

窓
生
の
皆
様
に
も
、
引
続
き
寄
付

や
グ
ッ
ズ
購
入
な
ど
で
ご
支
援
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ワ
カ
バ
会
は
2
0
1
8
年
に
創

立
90
周
年
を
迎
え
ま
す
。
戦
前
・

戦
中
・
戦
後
と
言
わ
れ
た
時
代
は

遠
く
な
り
、
ワ
カ
バ
会
の
歴
史
も

長
く
な
り
ま
し
た
。
60
周
年
の
と

き
に
は
立
派
な
記
念
誌
が
発
行
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
歴

史
を
ま
と
め
る
活
動
を
90
周
年
記

念
事
業
の
一
環
で
実
施
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
記
念
式
典
・

祝
賀
会
な
ど
も
計
画
し
、
さ
ら
に

同
窓
生
の
輪
を
広
げ
る
活
動
を
展

開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

取
材
に
同
席
し
、大
先
輩
の
お

話
を
様
々
お
伺
い
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
、関
連
す
る
書
籍
を
た
く

さ
ん
読
ま
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に

恵
ま
れ
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
御

蔭
で
、第
六
高
女
と
三
田
高
校
の

深
い
魅
力
に
触
れ
、ま
す
ま
す
本

校
が
私
に
と
っ
て
、誇
ら
し
く
愛

す
べ
き
学
校
に
な
り
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
方
を

目
標
に
、在
校
生
も
勉
強
・
ス

ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
と

信
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
奨
学
金
で
も
、
定
員

に
加
え
て
１
名
分
を
ご
寄
附
い

た
だ
い
た
り
、
白
珠
祭
で
は
、

素
敵
な
企
画
で
ご
協
力
い
た
だ

い
た
り
、
ワ
カ
バ
会
の
温
か
い

お
気
持
ち
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
、
様
々
な
場
面

で
、
若
い
後
輩
た
ち
へ
、
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
わ
か
ば
」
第
79
号
で
も
紹

介
さ
れ
た
「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」

を
き
っ
か
け
に
、
今
年
は
、
第

六
高
女
・
三
田
高
校
の
O
G
・

O
B
の
人
脈
を
振
り
返
っ
た
方

が
大
勢
い
ら
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
７
月
の
週
刊
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
で
も
「
名
門
高
校

の
校
風
と
人
脈
」
で
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
大
橋
鎭
子
さ
ん

や
猿
橋
勝
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

３
年
生
の
柴
田
恵
理
さ
ん
（
今

夏
世
界
大
会
で
3
位
）
や
三
田

高
等
学
校
管
弦
楽
団
（
７
月
20

日
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ッ
ク
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
共

演
の
た
め
に
編
成
）
が
紹
介
さ

れ
た
の
は
、
現
役
生
に
と
っ
て

も
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ
の

記
事
の
た
め
に
、
ワ
カ
バ
会
事

務
局
の
皆
様
に
は
、
資
料
提

供
・
情
報
収
集
・
取
材
協
力
等

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

第80号 ⑵

「
と
と
姉
ち
ゃ
ん
」を
契
機
に

笹
　
の
ぶ
え

ワ
カ
バ
会
名
誉
会
長

三
田
高
校
校
長

熱
戦
の
季
節
が
終
っ
て

三
輪
田
　
真

ワ
カ
バ
会
会
長

（
22‒

6
）

ホームカミングデーの皆様、ぜひ総会へ!!
来年度総会のホームカミングにあたるのは、昭和12年（第六10回生）、昭和22年（第六20回生）、昭和32
年（三田9回生）、昭和42年（三田19回生）、昭和52年（三田29回生）、昭和62年（三田39回生）、平成9年
（三田49回生）、平成19年（三田59回生）の各3月に卒業された方々です。該当年の方々には後日ご案内
を送付いたします。詳しくは春号でお知らせいたします。
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多治見 操
網野 時子
香河 郁世
大塚 京子
中垣 俊二
佐伯 邦恵
市川 幸子
玉井 周子
小粥 和子
坂　敏子

（小久保）
（田中）
（木村）

（永井）
（長沼）
（村上）
（安江）
（早水）

（15-ｲ）
（16-ｱ）
（4-4）
（6-1）
（8-2）
（8-3）
（8-3）
（8-6）
（8-6）
（9-4）

刺繍、書
油絵
編み物（セーター）
書
水彩画
草木染
写真
油絵
シルクスクリーン
ビーズの作品

渡辺  禮子
片山  優子
沖田  陽子
國島  節子
田澤  恵子
小幡  則子
角谷  晴美
松原  幹子
大平  玲子
上山　恵

（野口）
（中山）
（牧）

（吉村）
（平田）
（小島）
（富塚）
（児玉）
（清川）

（11-6）
（19-2）
（20-1）
（26-1）
（26-1）
（32-3）
（32-4）
（38-8）
（39-1）
（45-4）

キルト
洋裁
写真・折り紙
アクリル画
シャドーボックス
シャドーボックス
ビーズアクセサリー
プリザーブドフラワー
編物
ハワイアンリボンレイ

第13回 同窓会ギャラリー

第13回同窓会ギャラリー出品作一覧    　素晴らしい作品をありがとうございました
－ 三田高第61回白珠祭出展 　2016.9.10（土）・11（日） －　　      (回順、敬称略）
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最近の相撲人気はなかなか高く、日本人の横綱誕生も近いこ
とでしょう。そこで今回は相撲関連の名所を訪ねたり相撲こぼ
れ話を聞きながら、ちゃんこ料理をおいしくいただきましょう。

ご好評いただいております湘南散歩も今回が最終回です。
奮ってご参加ください。

能とオペラを融合した新たな舞台芸術を世界に発信する
“あらかわ舞台芸術創造プロジェクト”。今回で4年目です。

※開演時間、入場料は決まり次第、ワカバ会ホームページ
　等でお知らせします。ワカバ会事務局でもお問い合わせ
　を受け付けます。

好評につき緊急追加です。
筑波宇宙センター内の見学コースに参加し、宇宙飛行士
訓練施設等を見学します。

第5回　ワカバ会観劇会「新春浅草歌舞伎」

第5回　ワカバ会湘南散歩
　　　　　 ～学んで食べて友人作り～【 最終回 】
　「湘南最西端の『いで湯と四季彩のまち』湯河原を訪ねて」

NEW!! オペラ鑑賞会「藤原歌劇団公演　カルメン」

NEW!! 日本の国技　相撲関連の地を訪ねて
　　　　　　　　　～ちゃんこ料理を味わう会～

NEW!! 「能×オペラ」あらかわ舞台芸術創造プロジェクト
あらかわ創造舞台芸術祭２０１７　　　 

期日： 2017年1月13日（金）　11時開演
場所： 浅草公会堂
　　　　東京メトロ銀座線・都営浅草線・東武鉄道
　　　　「浅草駅」徒歩5分
　　　　つくばエクスプレス「浅草駅」徒歩3分
演目： 未定　　お年玉（年始ご挨拶）
出演者： 尾上松也  他
会費： ワカバ会特別価格　9,000円
　　　　 （一等席観劇代 ＋ お弁当）
　　　　 ＊通常価格　一等席　9,000円
申込締切： 11月30日（水）

期日： 2017年3月29日（水）
集合： 10時　　　　解散：16時
場所： JR東海道線　湯河原駅
訪ねる場所：城願寺、不動滝、重光葵記念館、福泉寺、

郷土 資料展示室万葉館、光風荘など 
会費： 3,800円（昼食代、見学料、保険料他）
　　　　　　 ※交通費は自己負担
講師： NHK文化センター（横浜）講師　中村實先生
申込締切：2017年3月2日（木）
定員：25名

期日： 2017年3月20日（月・祝）開演時間未定
場所： サンパール荒川大ホール
入場料： 未定
演目： 「能×オペラ、隅田川」他
出演者： 志田雄啓（46-1）
　　　　　（オペラ歌手、第74回日本音楽コンクール声楽部門第1位）、

佐野　登
　　　　　（宝生流能楽師シテ方、重要無形文化財総合指定保持者）　他
申込締切： 2017年2月15日（水）

期日： 2017年2月22日（水）
集合： 10：15　現地集合（東京駅より高速バス等）
解散： 14：15頃つくば駅
会費： 3,000円予定（見学料、昼食、飲み物、保険料他）
定員： 20名　（先着順）
※写真つき身分証明書の提示が必要となります

期日： 2017年3月1日（水）
集合： 11時30分　　解散：16時30分頃
場所： JR総武線両国駅改札口（国技館出口）
見学場所： 相撲博物館、相撲発祥の地・両国近辺の見学
昼食： ちゃんこ料理　「巴潟（ともえがた）」
参加費： 5,500円（食事代、入場券、保険料、通信費他）
講師： 日本相撲協会維持会員　山本茂晴（7-6）
定員： 20名
申込締切： 2017年2月20日（月）

第24回　ワカバ会健康麻雀大会
期日：2017年4月19日（水）9：45～16：45（受付9時半より）
場所： 六本木　たつみ（Tel 03-3401-9941）
　　　港区六本木5-1-2　ニュー後藤ビル2F
大会講師： 柴崎健司先生
会費： 4,500円（会場費、昼食代、賞品、保険料他）
申込締切： 2017年4月3日（月）必着　
　　　　   定員36名（満員になり次第締切）
申込先： ワカバ会事務局（03-3451-0227）
　　　   または中村左都子（7-2）（03-3481-0823）まで

期日： 2017年2月4日（土）　14時開演
場所： 東京文化会館　大ホール（上野）
会費： ワカバ会特別価格　10,000円
　　 （A席 ＋ プログラム1,000円付）
　　 ＊通常価格　A席　12,800円
申込締切： 11月30日（水）
（但し先着50枚限定につき定数に達し
次第締め切り）

観劇系の行事につきましては、申込締切後すぐに

発券処理に入ります。そのため締切日以降のキャ

ンセルはお受けできませんのでご了承ください。

平成28（2016）年11月1日発行

各行事ともお申込者には別途詳細通知を差し上げます。

☆お申込は、ワカバ会事務局へ
　TEL、FAX、メールにてお願いいたします。

ご
注
意

ワカバ会行事のご案内

まだまだご参加いただけます

緊急追加！　第5回　筑波宇宙センター見学会

平成28年
新春浅草歌舞伎より



　
春
霞
の
日
、少
し
冷
た
い
風
が
あ
り
ま
し
た

が
、散
歩
に
は
丁
度
良
い
日
和
で
し
た
。

　
平
塚
駅
か
ら
バ
ス
で
花
水
橋
へ
。橋
の
た
も

と
で
広
重
の
絵
と
同
じ
高
麗
山
を
見
て
感
激
。

中
村
實
先
生
の「
弥
次
さ
ん
喜
多
さ
ん
の
気
持

で
大
磯
宿
へ
」の
声
に
皆
さ
ん
ニ
ヤ
リ
。徒
歩
で

ウ
グ
イ
ス
の
鳴
く
静
か
な
高
来
神
社
へ
。そ
こ

か
ら
旧
東
海
道
の
松
並
木
を
通
り
曽
我
兄
弟

の
兄
・
十
郎
と
遊
女
虎
御
前
の
悲
恋
物
語
に
思

い
を
馳
せ
、さ
ざ
れ
石
に
向
い
ま
し
た
。西
行
法

師
ゆ
か
り
の
静
か
な
佇
い
の
鴫
立
庵
で
歌
人
達

の
歌
碑
を
見
て
、昼
食
は
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
い
し
い
ト
ン
カ
ツ

と
コ
ー
ヒ
ー
を
頂

き
、午
後
は
吉
田
茂

邸
・
城
山
公
園
・
島

崎
藤
村
旧
宅
を
見

学
、大
磯
町
で
解
散

で
し
た
。大
磯
は
財

界
人
・
文
化
人
の
別

荘
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
歴
史
に
も
深
い
と
こ
ろ
と
知
り
ま

し
た
。

　
中
村
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
た
お
話
で

と
て
も
楽
し
い
湘
南
散
歩
で
し
た
。

　  

　   （
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
日
実
施
）

　
60
歳
の
定
年

を
機
に
、家
族
に

迷
惑
を
か
け
た

麻
雀
か
ら
手
を

洗
っ
た
。

　
五
年
前
に
A

子
サ
ン
か
ら
母

親
の
介
護
で
、月

例
会
に
出
ら
れ

な
い
と
S
O
S

要
請
電
話
。試
験
の
と
き
に
大
変
世
話
に
な
っ

た
借
り
が
有
る
。借
り
を
返
す
か
誓
い
を
破
る

か
思
案
の
末
に
出
か
け
た
。

　
ワ
カ
バ
会
認
定
の「
吸
わ
な
い・
飲
ま
な
い・

賭
け
な
い
」の
健
康
麻
雀
。そ
の
日
の
お
相
手
は
、

第
六
高
女
の
大
先
輩
三
名
様
。

　
ブ
ラ
ン
ク
と
慣
れ
な
い
ル
ー
ル
、女
性
と
の

お
手
合
わ
せ
で
予
期
せ
ぬ
大
敗
。現
在
は
、ピ

ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
定
着
し
、一

カ
月
に
一
回
の
カ
ミ
サ
ン
公
認
の
麻
雀
を
楽
し

ん
で
る
。

　
最
近
覚
え
た
パ
ソ
コ
ン
で
の
麻
雀
ゲ
ー
ム
で

勘
を
養
い
、チ
ョ
ン
ボ
ー
を
し
な
い
よ
う
白
内

障
の
手
術
を
し
て
大
会
に
臨
ん
だ
。

　
大
会
ル
ー
ル
は
月
例
会
と
計
算
方
法
が
違

う
の
で
、メ
ン
バ
ー
三
人
の
持
ち
点
を
計
算
に

入
れ
て
の
作
戦
。運（
つ
き
）に
頼
ら
ず
作
戦
を

立
て
た
結
果
、優
勝
出
来
ま
し
た
。　     

　
　     （
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
日
実
施
）

　
特
に
宇
宙
に
強
い
興
味
が
あ
っ
た
訳
で
は
な

い
の
で
す
が
、い
ざ
三
輪
田
会
長
さ
ん
の
説
明

に
よ
る
見
学
会
が
始
ま
る
と
、何
と
言
っ
て
も

本
物
の
人
工
衛
星
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、大
西

宇
宙
飛
行
士
の
乗
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

I
S
S
が
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
知
り
、完
全
に
宇
宙
へ
の
興
味
を
掻
き
立
て

ら
れ
ま
し
た
。

既
に
肉
眼
で

見
た
参
加
者

の
方
の「
ゆ
っ

く
り
流
れ
る

流
星
I
S
S

に
願
い
事
を

沢
山
し
た
」

と
い
う
言
葉

が
印
象
的
で

し
た
。ま
た
、常
に
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、質
問

が
途
切
れ
な
い
好
奇
心
旺
盛
な
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
姿
に
も
、さ
す
が
三
田
高
同
窓
生
！
と

思
い
ま
し
た
。

　
お
土
産
に
本
物
の
宇
宙
食
も
購
入
で
き
、満

た
さ
れ
た
気
分
で
向
か
っ
た
筑
波
ハ
ム
自
然
味

工
房
で
の
ラ
ン
チ
。味
噌
焼
き
ポ
ー
ク
の
味
も

格
別
で
し
た
。

　
J
A
X
A
見
学
会
を
体
験
し
た
こ
れ
か
ら

は
、夜
空
を
見
上
げ
る
目
も
違
っ
て
き
そ
う
で

す
。

        （
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
二
日
実
施
）

　
い
つ
も
見
送
る
ば
か
り
の
企
画
行
事
で
し
た

が
、今
回
、幸
い
に
も
高
校
生
の
娘
と
と
も
に
、

初
め
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。　

拝
見
し
た

「
マ
ン
マ・
ミ
ー

ア
」は
、自
分
の

結
婚
式
を
機
に

父
親
捜
し
を
し

よ
う
と
企
ら
む

20
歳
の
娘
と
困

惑
す
る
母
親
を

軸
に
三
人
の
父

親
候
補
が
交

錯
し
、賑
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
コ
メ
デ
ィ
で
す
。目
の
前

で
歌
い
踊
る
姿
を
楽
し
む
贅
沢
を
堪
能
い
た

し
ま
し
た
。特
に
ヒ
ロ
イ
ン
ら
の
歌
唱
力
に
は

何
度
も
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、ア
バ
の
名
曲
の
数
々
が
懐
か
し
く

日
本
語
で
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
戸
惑
い

を
感
じ
は
し
ま
し
た
が

あ
ら
た
め
て
、そ

の
メ
ロ
デ
ィ
の
美
し
さ
に
、当
時
の
思
い
が
蘇
る

よ
う
で
し
た
。

　
小
学
生
以
来
の「
四
季
」観
劇
を
懐
か
し
む

娘
に
と
っ
て
も
、夏
休
み
の
良
い
思
い
出
と
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。企
画
い
た
だ
い
た
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　 （
平
成
二
十
八
年
八
月
十
八
日
実
施
）

湘
南
発
祥
の
地
　
大
磯
町
散
歩

池
本
　
千
枝（
青
木
）

10‒
4

第
23
回
ワ
カ
バ
会
健
康
麻
雀
大
会

柴
崎
　
徹
夫

12‒

7

J
A
X
A
見
学
会

林
　
　
賢
一

29‒

7

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
マ
ン
マ・ミ
ー
ア
」！

佐
藤
　
麻
子（
能
宗
）

35‒

3

ワ
カ
バ
会
行
事
に
参
加
し
て
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A
F
S
三
田

会
は
、三
田
高

校
か
ら
A
F
S

交
換
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し

て
世
界
各
国
に

留
学
し
た
同
窓

生
の
集
ま
り
で

す
。数
年
前
よ

り
消
息
の
わ
か

る
リ
タ
ー
ニ
ー

で
年
に
一
度
会
す
る
よ
う
に
な
り
、留
学
当
時
の

話
か
ら
、現
在
の
仕
事
や
趣
味
、様
々
な
話
題
を

楽
し
む
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。今
年
も
４

月
に
東
京
、新
橋
の
新
橋
亭
に
て
、15
名
が
一
堂

に
会
し
ま
し
た
。7
月
に
は
リ
タ
ー
ニ
ー
の
う
ち

二
人
が
お
住
ま
い
の
北
杜
市
へ
の
小
旅
行
も
実

現
し
、い
よ
い
よ
活
動
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、ま
だ
消
息
の
分
か
ら
な
い
方
々
に
、こ
の

欄
を
ご
覧
い
た
だ
き
、ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

2
0
1
7
年
に
も
4
月
22
日（
土
）12
:
00
か

ら
新
橋
亭
で
交
流
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。同

窓
の
リ
タ
ー
ニ
ー
の
方（
と
く
に
A
F
S
18
期
以

降
）
は
、
平
成
29
年
度
幹
事
の
光
藤

（k
e
rim

itsu
@
a
o
l.co

m

）
、
神
谷

（yukikokam
iya@

gm
ail.com

、0
8
0

－

5
4
0
5

－

3
9
0
4
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
！

第80号 ⑹

三
田
高
校
か
ら
留
学
し
た
仲
間
た
ち

　
―
Ａ
Ｆ
Ｓ
三
田
会
へ
の
お
誘
い
！

光
藤
　
京
子（
木
暮
）

24‒

1

大
橋
　
淑
子（
加
久
田
）

ワ
カ
バ
の
輪

　

昭
和
45
卒
の
同
期
会
は
12
年
前
に
初
め
て
開

催
後
、３
年
毎
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

第
４
回
目
の
今
年
、６
月
11
日
㈯
青
山
ア
イ

ビ
ー
ホ
ー
ル
に
48
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

今
年
65
歳

に
な
る
面
々
、

最
初
は
「
誰

だ
っ
け
？
」、話

す
内
に
す
ぐ

昔
の
顔
と
な

り
皆
セ
ブ
ン

テ
ィ
ー
ン
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ

プ
！
懐
か
し
い

愛
称
で
、誰
も

盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
言
う
間
の
楽
し
い
２
時
間
で
し
た
。

　

熊
本
在
住
で
被
災
さ
れ
た
お
二
人
も
元
気
な

笑
顔
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
て
、一
安
心
。

　

毎
回
上
手
な
指
揮
の
も
と
ア
カ
ペ
ラ
で
歌
っ
て

い
た
校
歌
で
す
が
、今
回
ワ
カ
バ
会
で
入
手
し
た

C
D
に
合
わ
せ
て
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

恩
師
も
お
招
き
し
て
い
た
の
で
す
が
、ご
高
齢

ゆ
え
残
念
な
が
ら
今
回
同
期
生
だ
け
。我
々
も

又
、70
歳
に
向
か
う
に
当
た
り
、今
後
の
状
況
も

定
か
で
な
い
為
、開
催
を
２
年
間
隔
に
し
て
は
？

と
い
う
声
も
で
て
い
ま
し
た
。次
期
幹
事
さ
ん
、

お
任
せ
し
ま
す
ね
！

第
４
回　
22
回
生
同
期
会

安
田
　
裕
昭

　

28
回
生
は
、校
舎
建
替
え
、校
服
採
用
、都
立

高
初
の
生
徒
企
画
の
修
学
旅
行
、男
女
同
数
、女

組
男
組
の
出
現
と
色
々
な
出
来
事
を
経
験
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
30

数
名
の
参
加

で
し
た
が
、顔

も
名
前
も
浮

か
ん
で
こ
な
い

人
が
多
く
、隣

近
所
に「
あ
の

人
誰
？
」と
指

さ
し
確
認
の

連
続
攻
撃
を

す
る
も
、相
手

も「
さ
ぁ
？
」と

な
る
始
末
で
、本
当
に
知
ら
な
い
の
か
、頭
が
ボ

ケ
て
分
か
ら
な
い
の
か
！

　

急
遽
決
ま
っ
た
２
次
会
に
は
25
名
ほ
ど
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。ど
う
な
る
こ
と
か
心
配
で

し
た
が
、ワ
イ
ン
の
酔
い
に
も
助
け
ら
れ
、「
あ
ん

た
誰
？
何
組
だ
っ
た
？
部
活
は
？
」か
ら
始
ま
り
、

学
生
時
代
に
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
と
も
気
軽

に
会
話
が
で
き
、と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り

ま
し
た
。

　

40
年
前
に
は
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
、

良
い
も
悪
い
も
我
々
の
現
実
に
な
っ
て
い
る
ん
で

す
。

　

我
々
の
在
学
当
時
の
白
珠
祭
の
テ
ー
マ「
今
こ

の
時
」、ま
さ
に
今
が
大
事
で
す
ね
。

や
っ
ぱ
、『
今
こ
の
時
』で
し
ょ
！

22‒

2

石
井
　
界
子（
小
林
）

13‒

6

28‒

7

東
京
駅
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
見
学
会

に
参
加
し
て

　

二
回
目
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
見
学
会
に
参

加
し
ま
し
た
。全
部
で
四
十
五
人
の
参
加
と
の
事
、

私
達
は
五
年
ぶ
り
に「
食
物
班
」の
五
人
で
参
加

し
ま
し
た
。

　

普
段
絶
対
に
入
れ
な
い
、ホ
テ
ル
の
ス
ィ
ー
ト

ル
ー
ム（
私
の
家
よ
り
広
い
リ
ビ
ン
グ
）や
駅
長

室
、天
皇
皇
后
両
陛
下
、皇
太
子
ご
夫
妻
や
大
使

が
お
休
み
に
な
る
松
の
間
竹
の
間
を
見
せ
て
い
た

だ
き
、駅
長
室
と
松
の
間
に
は
、横
山
大
観
の
値

段
の
つ
け
ら
れ
な
い
絵
が
あ
り
、案
内
を
し
て
く

れ
た
ホ
テ
ル
の
人
も「
初
め
て
見
た
の
で
感
激
を

し
て
い
る
」と
お
っ
し
ゃっ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
ホ
テ
ル
の
四
階
の
ア
ト
リ
ュ
ー
ム
で
、

お
い
し
い
フ
ル
コ
ー
ス
ラ
ン
チ
と
集
合
写
真
を
撮

り
、お
土
産
ま
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
で

四
人
に
会
え
て

色
々
お
話
も
出

来
ま
し
た
。本

当
に
楽
し
く
有

意
義
な
一
日
で

し
た
。ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら

何
か
に
参
加
し

た
い
と
思
い
ま

す
。参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
ワ

カ
バ
会
の
皆
様
、

有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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神
野 

こ
の
み（
秋
松
）

　
こ
の
4
月
、三
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
は
、25
回
目
の
記
念
演
奏
会
を
迎
え
ま
し

た
。

　

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー「
交
響
曲
第
5
番
」、ピ
ア

ニ
ス
ト
に
清
水
将
仁
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ「
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
2
番
」と
い
っ
た

名
曲
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、昨
年
か
ら
引
き
続
き
タ
ク

ト
を
振
っ
て
下

さ
っ
た
後
藤
悠

仁
先
生
の
ご

指
導
の
お
陰

で
、Ｇ
Ｗ
初
日

に
も
関
わ
ら

ず
、ア
プ
リ
コ

大
ホ
ー
ル
が

満
員
御
礼
と

な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、在
学
中
は
吹
奏
楽
部
で
し
た
が
、縁

あ
っ
て
数
年
前
よ
り
現
在
三
田
フ
ィ
ル
で
活
動
し

て
い
ま
す
。気
の
合
っ
た
仲
間
と
25
回
と
い
う
節

目
と
な
る
演
奏
会
に
出
演
で
き
た
こ
と
を
感
謝

す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、団
員
一

同
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、三
田
フ
ィ
ル
で
は
弦
楽
器
を
中
心
に
メ

ン
バ
ー
を
募
集
中
で
す
。（
当
団
Ｈ
Ｐ 

http://www.m
itapo.net 

を
ご
覧
下
さ
い
。）

 
私
た
ち
と
一
緒
に
音
楽
作
り
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？

三
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
25
回
記
念
演
奏
会
に
出
演
し
て

43‒

3

リハーサル後の舞台に三田卒の演奏者と
スタッフが集合　　　　　撮影：藤本　崇

平成29年5月（日程未定）同窓会ホームカミングデーに合
わせて同期会を開催したいと思います。詳細は追ってお知
らせします。日程調整お願いします。
幹事：平山孔嗣（29-2）

発足から四半世紀の時が経ちました。支えて下さった皆様
に御礼申し上げます。
演奏会へのご来場、団員一同心からお待ちしております。
＜メンバー募集中！＞高校在学時のクラブは問いません。
詳細は、http://www.mitapo.net

◆29回生同期会開催予告
このコンサートは「熊本地震被災者支援」、「東日本大震災
被災者支援・知的障害者支援」チャリティーとして実施して
います。分かり易いと評判でした「音楽物語」を、今年はバ
レエ音楽で一番有名なチャイコフスキー、白鳥の湖を題材
に演奏いたします。またゲストもお迎えして元気の出るコ
ンサートを企画いたしました。ご来場をお待ちしております。

◆初夢チャリティーコンサート

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第26回定期演奏会
日時：2017年6月3日(土)18時開場 18時30分開演
会場：めぐろパーシモンホール 大ホール
　　　　　〒152-0023 東京都目黒区八雲1-1-1
曲目：W.A.モーツァルト 歌劇「フィガロの結婚」K.492序曲
　　　F.シューベルト 交響曲第７番ロ短調D759「未完成」
　　　A.ドヴォルザーク 交響曲第７番ニ短調Op.70
指揮：後藤 悠仁（日本フィルハーモニー交響楽団常務理事
　　　　　　　兼事務長、ヴィオラ奏者） 
入場無料・全席自由（チケット不要）
※未就学児のご入場はご遠慮下さい。

五世紀に大陸から渡来した言葉は、土着の言葉を駆逐し、
外国語を取り入れて語彙を増やし、やがてはイギリスが誇
る英語となって海外に進出し、今や世界制覇を遂げたか
のようにみえる。この英語が発展してきた道のりは、生き物
である言葉を「正しい」形に押し込めようとする力との戦い
の歴史でもあった。これから先も英語は英語であり続ける
ことができるのか。豊かな知識と愉快な逸話を縦横に駆
使して語られる異色の英語進化論。

毎日新聞出版発行　週刊エコノミスト（2016/8/2号）の
「名門高校の校風と人脈」という記事に三田高校が取り上
げられました。第六の先輩方から現役高校生まで幅広く掲
載されました。バックナンバーについては毎日新聞出版　
営業・宣伝部03-6265-6941までお問い合わせください。

◆書籍紹介
　『英語化する世界、世界化する英語』

◆記事紹介

ヘンリー・ヒッチングズ著
田中京子（横田）（18－4）訳
みすず書房刊
定価：本体6200円 + 税

日時：2017年１月8日（日）開演14時
会場：大田区民ホールアプリコ（JR蒲田駅歩5分）
出演：東京ユニバーサル・フィルハーモニー管弦楽団
指揮：松岡究
友情出演：東京高等学校吹奏楽部（予定）
料金：SS席\5,000（ペア席：\9,000）　S席\4,000　
　　 Ａ席\3.000（自由席：前売り\2,500）
問合せ：田中節子（宗近）（10-5）TEL 03-3761-0980



　

結
婚
し
て
習
い
に
行
っ
た
洋
裁
の
先
生
は
、三

田
の
大
先
輩
で
、服
作
り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。子
供
の
小
学
校
入
学
を
機
に
、私

も
職
業
訓
練
所
に
入
り
一
年
間
学
び
、そ
の
後
洋

装
店
に
勤
め
、婦
人
子
供
服
製
造
１
級
技
能
士

の
試
験
に
合
格
し
た
の
を
機
に
家
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

花
嫁
道
具
に
ミ
シ
ン
が
漏
れ
な
く
付
い
て
く
る

時
代
は
遠
く
な
り
、雑
巾
も
1
0
0
円
シ
ョ
ッ
プ

で
買
え
る
今
、子
供
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し

さ
を
伝
え
た
い
と
思
い
、地
元
大
田
区
の
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
家
庭
科
の
授
業
、都
の
イ
ベ
ン
ト

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
指
導
し
て
い
ま
す
。ま
た
検

定
試
験
や
、技
能
五
輪
の
お
手
伝
い
も
し
て
い
ま

す
。も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
や
感
動
を
、こ
れ
ら
の

体
験
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

も
う
少
し
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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あ
や
子（
半
井
）

地
方
暮
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吉
田
　
義
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船
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余
命
を
精
一
杯
に
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私
の
近
況

　

代
々
江
戸
っ
子
の
私
が
、も
う
半
世
紀
近
く
も

此
処
姫
路
に
住
み
つ
い
て
了
い
ま
し
た
。穏
や
か

な
気
候
と
人
柄
、世
界
遺
産
の
優
雅
な
お
城
を
抱

え
た
政
令
都
市
姫
路
は
、誠
に
住
み
易
く
、朗
読

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、コ
ー
ラ
ス
等
を
続
け
、友
人
も

沢
山
で
き
、何
時
の
間
に
か
馴
染
み
、今
は
一
人

暮
ら
し
で
す
。

　

何
よ
り
嬉
し
い
の
は
、近
い
所
に
、第
六
時
代

か
ら
の
友
人
が
居
り
、電
話
、メ
ー
ル
そ
し
て

時
々
の
デ
イ
ト
が
で
き
る
事
で
す
。入
学
時
同
じ

ク
ラ
ス
で
、チ
ビ
で
幼
稚
だ
っ
た
私
に
、「
お
友
達

に
な
り
ま
し
ょ
う
ね
。」と
声
を
か
け
て
呉
れ
、通

学
も
同
じ
方
向
だ
っ
た
彼
女
が
一
生
の
親
友
に

な
っ
て
い
ま
す
。お
互
に
啓
蒙
し
、支
え
合
い
、充

実
し
た
生
活
を
送
っ
て
居
り
ま
す
。

　

第
六
の
四
年
間
は
戦
争
中
で
し
た
が
、ユ
ニ
ー

ク
な
先
生

方
が
い
ら

し
て
、
そ

の
頃
は
怠

け
者
の
私

で
し
た
が
、

今
思
い
出

し
て
、つ
く

づ
く
感
謝

し
て
居
り

ま
す
。

　

高
校
二
、三
年
時
の
担
任
は
英
語
の
高
橋
登

志
先
生
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。都
立
大

学
卒
業
後
、理
系
の
上
場
会
社
に
入
り
、大
阪
勤

務
時
結
婚
し
、茨
木
の
古
民
家
が
終
の
梄
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
後
、竜
野
市
へ
工
場
が
移
設
し
、こ

こ
で
の
十
一
年
間
の
工
場
長
勤
務
後
、東
京
本
社

に
配
属
と
な
り
、専
務
取
締
役
で
退
任
し
ま
し
た
。

会
社
業
績
ア
ッ
プ
に
寄
与
し
た
と
の
充
足
感
が

今
で
も
あ
り
ま
す
。帰
阪
後
は
息
子
と
コ
ン
ビ
ニ

店
を
始
め
、現
在
二
店
経
営
を
し
て
い
ま
す
。苦

労
の
連
続
で
す
が
、今
迄
に
な
い
人
達
と
の
接
触

で
社
会
の
別
の
面
も
見
て
、視
野
が
広
く
な
っ
た

気
が
し
て
い
ま
す
。六
年
前
に
は
四
期
の
食
道
癌

を
患
い
ま
し
た
が
、現
在
は
順
調
で
、村
の
寺
の

総
代
も
し
て
お
り
、動
け
る
内
は
仕
事
を
続
け
る

の
も
人
生
と
最
近
は
思
う
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
い
間
、御
無
沙
汰
し
て
い
ま
し
た
が
、皆
様

及
び
会
の
発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

吉
田
　
素
子（
鈴
木
）

白
尾
　
一
郎

衣
服
か
ら
衣
福
へ
　
楽
し
い
服
作
り

18‒
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姫路城

写生会2～6年生（於新宿御苑）

　

現
在
私
は
、中
野
区
に
あ
る
新
渡
戸
文
化
小

学
校（
旧
東
京
文
化
）で
六
年
生
の
担
任
を
し
て

い
ま
す
。

　

新
渡
戸
文
化
学
園
は
、幼
稚
園
か
ら
短
期
大

学
ま
で
が
、同
じ
敷
地
の
中
に
あ
り
ま
す
。小
学

校
の
夏
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
短
大
生
が
お
手
伝
い
に

来
て
く
れ
た
り
、中
学
生
、高
校
生
た
ち
が
、小
学

校
の
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、一
緒
に
給
食
を
食
べ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、幼
稚
園
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
、私
が

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
装
し
、園
児
た
ち
一
人
ひ

と
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。年
齢
、

体
型
的
に
も
ピ
ッ
タ
リ
な
の
で
し
ょ
う
。園
児
の

多
く
は
、驚
き
の
あ
ま
り
お
礼
の
言
葉
も
忘
れ
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る
や
否
や
一
目
散
に
自
分

の
座
席
に
戻
っ
て
行
き
ま
す
。

　

園
児
た
ち
か
ら
短
大
生
、み
ん
な
可
愛
く
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
年
齢
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
！

28‒
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三
田
高
を

卒
業
し
て
早

20
年
。当
時

の
私
は
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
に

な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た

が
、現
在
は

転
職
を
経
て
、

高
齢
者
福
祉

に
関
わ
る
相

談
業
務
に
就

き
、も
う
10

年
が
経
っ
た
。実
は
13
年
前
に
母
が
認
知
症
に

な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。

　
社
会
福
祉
士
の
資
格
取
得
後
、都
内
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
た
。こ
こ
は
介
護

や
認
知
症
で
困
っ
た
と
き
の
相
談
所
で
あ
る
。

日
々
、認
知
症
に
困
っ
た
、病
院
か
ら
退
院
を
迫

ら
れ
不
安
な
ど
の
相
談
を
受
け
る
。ま
た
、高
齢

者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
て
い
る
。最

近
は
高
齢
者
を
取
り
巻
く
家
族
に
も
心
身
の
病

が
あ
っ
て
、あ
る
意
味
生
活
が
破
綻
し
て
い
る
人

た
ち
も
い
る
。

　
相
談
業
務
は
い
か
に
も
つ
れ
た
糸
を
解
き
ほ

ぐ
す
か
考
え
る
こ
と
か
な
と
思
う
。人
生
の
大
先

輩
方
へ
の
敬
意
と「
熱
き
心
と
冷
め
た
頭
」を
忘

れ
ず
に
、こ
れ
か
ら
も
精
進
し
た
い
。

　
私
は
、今
、東
邦
大
学
大
森
医
療
セ
ン
タ
ー
で

医
学
物
理
士
を
し
て
い
ま
す
。高
校
卒
か
ら
立
教

大
学
理
学
、立
教
大
学
大
学
院
理
学
系
、東
京
大

学
大
学
院
医
学
系
を
経
て
、今
の
職
に
就
い
て
い

ま
す
。高
校
の
こ
ろ
の
夢
は
学
者
に
な
る
こ
と
で
、

今
の
仕
事
は
病
院
で
放
射
線
物
理
学
の
学
者
的

な
役
割
を
担
い
、一
方
、金
星
探
査
機「
あ
か
つ
き
」

の
研
究
チ
ー
ム
に
も
参
加
し
て
お
り
、ダ
ブ
ル
で

夢
を
叶
え
る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
の
主
な
仕
事
は「
が
ん
」治
療
で
す
。放
射

線
を
使
っ
た
が
ん
治
療
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
、医
師
ら
と
治
療
計
画
を
最
適
化
し
て
い
ま

す
。急
速
に
発
展
す
る
こ
の
業
界
の
最
先
端
を
日

本
で
提
供
す
る
た
め
、こ
れ
の
執
筆
時
は
ワ
シ
ン

ト
ン
D
C
の
学
会
に
来
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
高
校
時
代
と
変
わ
ら
ず
、ラ
ー
メ
ン

二
郎
と
ワ
ン
ゲ
ル
が
僕
の
全
て
で
す
。
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竹
川
　
宏
子

ふ
た
つ
の
赤
い
タ
ワ
ー
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菰
田
　
俊
樹

ま
さ
か
！
福
祉
の
仕
事
に
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現
在
、兵
庫
県
加
古
川
市
に
あ
る
兵
庫
大
学

と
い
う
私
立
大
学
で
経
営
学
を
教
え
て
い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
に
こ
の
大
学
で
働
く
こ
と
が
決
ま
り
、

神
戸
に
転
居
し
ま
し
た
。

　
大
学
教
員
と
し
て
の
仕
事
は
、研
究
と
教
育
で

す
が
、近
隣
の
市
役
所
に
お
い
て
市
民
提
案
事
業

の
評
価
や
市
民
環
境
活
動
な
ど
い
く
つ
か
の
委

員
を
委
嘱
さ

れ
て
お
り
、地

域
行
政
に
少

し
ば
か
り
貢

献
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
学
会
出
張

や
帰
省
な
ど

で
よ
く
東
京

に
帰
る
の
で

す
が
、時
間

に
余
裕
が
あ

る
時
は
三
田

高
時
代
の
友
人
と
会
い
ま
す
。卒
業
後
30
年
を
経

て
楽
し
く
語
り
合
え
る
友
人
が
い
る
の
は
幸
せ
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
は
赤
い
つ
づ

み
型
を
し
て
い
ま
す
。私
は
こ
の
タ
ワ
ー
を
見
る

た
び
に
先
の
と
が
っ
た
東
京
タ
ワ
ー
を
想
う
の
で

す
。そ
し
て
そ
れ
は
い
つ
も
高
校
時
代
の
記
憶
を

呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
ま
す
。

二
口
　
将
彦

金
　
　
知
恵（
金
本
）

が
ん
治
療
は
じ
め
ま
し
た

58‒
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延世大学のシンボル鷲の像の前にて

筆者　左から３番目

授業後に学生に撮ってもらいました

職場で相談をうける筆者

　
早
く
も
延
世
生
に
な
っ
て
初
の
夏
休
み
を
迎
え

ま
し
た
。日
本
が
恋
し
く
な
る
こ
と
な
ん
て
日
常

茶
飯
事
で
は
あ
り
ま
す
が
充
実
し
た
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。最
近
は
静
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

を
周
辺
探
索
を
名
目
に
友
達
と
歩
き
な
が
ら
話

す
の
が
毎
晩
の
習
慣
で
す
。

　
大
学
に
は
色
々
な
人
が
い
る
と
い
う
の
は
よ
く

聞
く
話
で
す
が
、特
に
私
の
学
部
は
外
国
人
や
私

の
よ
う
な
外
国
暮
ら
し
の
韓
国
人
で
構
成
さ
れ

て
る
の
で
本
当
に
色
々
な
人
が
い
ま
す
。そ
ん
な

中
で
授
業
や
課
題
製
作
、発
表
を
す
る
の
で
異
文

化
理
解
と
説
明
が
毎
日
で
す（
討
論
な
ん
て
す
ご

い
大
変
だ
っ
た
ㅎ
ㅎ
）。日
々
足
り
な
さ
を
感
じ

な
が
ら
も
発
展
と
成
長
が
感
じ
ら
れ
る
た
び
に

嬉
し
さ
と
い
う
よ
り
楽
し
さ
を
感
じ
て
ま
す
。楽

す
る
よ
り
大
変
で
も
発
展
す
る
こ
と
っ
て
最
高
で

す
ね
‼

　
日
本
海
の
向
こ
う
側
か
ら
で
は
あ
り
ま
す
が

三
田
高
校
が
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

안
녕
하
세
용
〜
〜
〜

　 （
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
〜
〜
〜
）
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
と
と
姉

ち
ゃ
ん
」が
好
評
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

第
六
高
女
、三
田
高
校
の
大
先
輩
で
あ
る「
暮

し
の
手
帖
」社
の
創
業
者
大
橋
鎭
子
さ
ん（
10

‒

オ
）が
モ
チ
ー
フ
と
喧
伝
さ
れ
た
の
で
、第
六

高
女
、三
田
高
校
の
卒
業
生
と
し
て
は
、主
人

公
・
常
子
の
女
学
校
時
代
と
ご
自
身
の
体
験

を
重
ね
合
わ
せ
、色
々
ご
感
想
が
お
あ
り
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。事
務
局
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
ご
意
見

を
寄
せ
ら
れ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
六
高
女
と
云
え
ば
、初
代
校
長
の
丸
山

丈
作
先
生
を
お
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。テ
レ
ビ
小
説
の
ご
縁
で「
暮
し
の
手
帖
」社

か
ら
、丸
山
先
生
が
第
六
高
女
の
教
育
に
つ
い

て
自
ら
語
ら
れ
た
記
事
が
1
9
6
4（
昭
和

39
）年
の
同
誌
77
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
頂
き
、さ
ら
に
、同
社
の
ご
厚
意
で

会
報
に
再
掲
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

丸
山
先
生
の
ユ
ニ
ー
ク
で
、先
見
の
明
の
あ

る
教
育
方
針
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。中
で

も「
適
応
遠
足
」は
第
六
名
物
の
思
い
出
深
い

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。第
六
の
皆

さ
ん
が
お
元
気
で
健
脚
で
姿
勢
が
よ
い
理
由

は「
適
応
遠
足
」に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。今
回
は

数
あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
中
か
ら「
適
応
遠
足
」

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
記
事
を
原
文
の
ま
ま
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
新
し
い
学
校
が
で
き
て
、は
じ
め
て
私
が

校
長
に
な
っ
た
年
の
九
月一日
に
、関
東
大

震
災
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
の
震
災
は
私
に
も
い
ろ
ん
な
意
味
で

シ
ョッ
ク
で
し
た
が
、な
か
で
も
、強
く
心
を

打
た
れ
た
の
は
、被
服
廠
跡
で
何
万
人
と
い

う
人
が
死
ん
だ
と
い
う
、あ
の
こ
と
で
す
。

そ
の
人
た
ち
の
な
か
に
は
、も
う
少
し
歩
け

ば
上
野
の
山
な
り
な
ん
な
り
、安
全
な
と
こ

ろ
へ
避
難
で
き
た
の
に
、疲
れ
き
っ
て
し
ま
っ

て
、つ
い
手
近
な
被
服
廠
跡
へ
逃
げ
こ
ん
で
、

そ
う
し
て
そ
こ
で
み
ん
な
焼
け
死
ん
だ
の

で
す
。

　
そ
れ
を
み
て
、女
だ
か
ら
、歩
か
な
い
で

い
い
と
い
う
、こ
れ
ま
で
の
教
育
は
ま
ち

が
っ
て
い
た
、と
心
底
か
ら
そ
う
お
も
い
ま

し
た
。こ
う
い
う
と
き
、日
ご
ろ
か
ら
足
を

鍛
え
て
お
け
ば
、あ
の
被
服
廠
で
死
ん
だ
た

く
さ
ん
の
女
の
人
だ
っ
て
、死
な
な
く
て
す

ん
だ
に
ち
が
い
な
い
、う
ち
の
学
校
で
も
な

ん
と
か
し
て
足
を
鍛
え
る
訓
練
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、そ
う
感
じ
た
の
で
す
。

　
そ
の
う
ち
、鹿
児
島
の
ほ
う
へ
視
察
に

行
っ
た
と
こ
ろ
が
、あ
る
女
学
校
で
は
、例

の
タ
バ
コ
で
有
名
な
国
分
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
、だ
い
た
い
八
里
ぐ
ら
い
の
道
の
り
だ

そ
う
で
す
が
、そ
の
距
離
を
歩
い
て
遠
足
を

し
て
い
る
、そ
れ
は
生
徒
の
足
を
鍛
え
る
た

め
だ
と
い
う
の
で
す
。

　
私
は
、こ
れ
だ
、と
お
も
い
ま
し
た
。そ
こ

で
帰
っ
て
く
る
と
、す
ぐ
大
宮
の
氷
川
神
社

ま
で
、距
離
に
し
て
お
よ
そ
二
五
、六
キ
ロ
、

こ
れ
を
歩
く
遠
足
を
や
り
ま
し
た
。年一回

と
い
う
こ
と
に
し
て
、つ
ぎ
の
年
は
厚
木
へ

ゆ
き
、そ
の
つ
ぎ
は
藤
沢
へ
行
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
ん
な
ふ
う
に
毎
年
行
先
を
か

え
る
と
、そ
の
た
び
に
、い
く
ら
か
歩
く
距

離
に
も
差
が
で
て
く
る
。そ
れ
よ
り
も
、む

し
ろ
、毎
年一回
の
こ
と
だ
か
ら
、コ
ー
ス
を

き
め
て
歩
く
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
い
い
と

お
も
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
れ
に
は
ど
こ
が
よ
か
ろ
う
か
、と
い
ろ

い
ろ
考
え
た
末
、多
摩
川
の
土
手
が
よ
か
ろ

う
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。と
い
う

の
は
こ
こ
だ
と
途
中
に
い
く
つ
も
、東
横
線

だ
と
か
、玉
電
と
か
小
田
急
だ
と
か
、京
王

線
だ
と
か
、何
本
も
電
車
が
通
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
、中
途
ま
で
し
か
歩
け
な
い
こ
ど
も

も
、そ
の
電
車
の
通
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を一つ

の
区
切
り
に
し
て
お
け
ば
、そ
こ
か
ら
電
車

に
乗
っ
て
帰
る
こ
と
が
で
き
る
、そ
う
い
う

便
利
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
多
摩
川
園
を
起
点
に
し
て
、ま
ず

年
に
2
回
は
40
キ
ロ
の
遠
足
を

　  

敢
行
し
て
体
力
を
鍛
え
ぬ
く

丸山丈作先生

特集
東
京
府
立
第
六
高
等
女
学
校 

初
代
校
長

丸  

山  

丈  

作
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
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上
流
の
ほ
う
へ
む
か
っ
て
土
手
を
歩
い

て
ゆ
く
。そ
し
て
む
こ
う
へ
行
き
つ
い

た
ら
、こ
ん
ど
は
反
対
側
の
土
手
を
ま

た
多
摩
川
園
ま
で
帰
っ
て
く
る
。そ
の

往
復
の
距
離
が
ち
ょ
う
ど
十
里
に
な

る
よ
う
に
、途
中
で
わ
ざ
わ
ざ
寄
り
道

を
し
た
り
し
て
、コ
ー
ス
を
き
め
ま
し

た
。そ
し
て
中
途
の
区
切
り
と
し
て
は
、

三
里
、五
里
、七
里
、と
い
う
地
点
を

作
っ
て
、十
里
歩
け
る
と
お
も
う
も
の

は
十
里
歩
き
な
さ
い
、し
か
し
、ど
う

も
無
理
だ
と
い
う
人
は
、自
分
の
足
の

力
に
応
じ
て
、三
里
な
り
、五
里
な
り
、

七
里
を
え
ら
び
な
さ
い
、と
い
う
こ
と

に
し
た
の
で
す
。

　
ま
あ
、そ
ん
な
ふ
う
に
、自
分
の
体

力
に
応
じ
て
距
離
を
き
め
る
や
り
方
で
す

か
ら
、こ
れ
を「
適
応
遠
足
」と
い
う
ふ
う
に

よ
ん
で
い
ま
し
た
。こ
れ
は
ず
っ
と
毎
年
つ

づ
け
て
き
た
も
の
で
す
。

　
一口
に
十
里
と
い
っ
て
も
四
十
キ
ロ
で
す

か
ら
ね
、こ
れ
は
女
の
子
で
な
く
て
も
、そ
う

ラ
ク
で
は
な
か
っ
た
で
す
よ
。

　
最
初
の
年
は
十
里
を
歩
き
と
お
し
た
子
が
、

全
校
千
二
百
人
の
う
ち
三
百
人
た
ら
ず
で
し

た
。し
か
し
え
ら
い
も
の
で
、の
ち
に
は
八
百

人
以
上
の
生
徒
が
、十
里
の
道
を
歩
き
と
お

し
ま
し
た
か
ら
ね
。訓
練
と
い
う
も
の
は
や

は
り
あ
り
が
た
い
も
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

　
の
ち
に
は
年
二
回
に
し
ま
し
た
。朝
七
時

に
集
合
し
て
そ
れ
か
ら
歩
き
だ
す
ん
で
す

が
、十
里
歩
く
と
夕
方
の
五
時
に
な
り
ま

し
た
ね
。私
は
い
つ
も
十
里
の
組
に
参
加
し

て
、先
頭
で
歩
い
た
も
の
で
す
。も
っ
と
も

そ
う
い
う
と
き
こ
え
が
い
い
が
、ほ
ん
と
う

は
列
を
組
ん
で
歩
く
と
き
は
先
頭
が
い
ち

ば
ん
ラ
ク
な
ん
で
す
ね
。疲
れ
た
と
お
も
え

ば
自
分
で
歩
度
を
ゆ
る
め
る
こ
と
が
で
き

る
し
、あ
と
か
ら
つ
い
て
い
く
ほ
う
は
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
し
か
し
、当
時
で
も
う
五
十
を
過
ぎ
て
い

た
わ
け
で
す
か
ら
、よ
く
ま
あ
歩
け
ま
し
た

ね
え
な
ど
と
い
わ
れ
る
ん
で
す
が
、そ
れ
ほ
ど
つ
ら

く
と
も
な
ん
と
も
な
か
っ
た
で
す
よ
。も
と
も
と
私

は
山
へ
登
る
の
が
好
き
で
、毎
年
槍
ヶ
岳
な
ど
へ
は
生

徒
を
連
れ
て
登
っ
て
い
ま
し
た
し
、む
し
ろ
先
生
方

の
な
か
に
は
、私
よ
り
ず
っ
と
若
く
て
も
ふ
う
ふ
う

い
っ
て
い
る
、そ
れ
も
、ほ
ん
と
う
は
五
里
ぐ
ら
い
な

ん
だ
け
れ
ど
も
、五
里
と
い
う
と
女
の
先
生
ば
か
り

だ
か
ら
仕
方
な
し
に
七
里
組
に
入
っ
た
、な
ど
と
い

う
先
生
も
あ
り
ま
し
て
ね
。

　
参
考
／『
暮
し
の
手
帖
第
１
世
紀　
77
号
』（
1
9
6
4
年
）

　
　
　
　

 

丸
山
先
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

　
こ
れ
は
掲
載
記
事
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。今

で
こ
そ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
流
行

し
て
い
ま
す
が
、丸
山
先
生
は
大
正
末
期
の
時

点
で
歩
く
こ
と
の
大
切
さ
に
着
眼
さ
れ
て
い

た
の
で
す
。他
に
も
、温
水
プ
ー
ル
、ス
キ
ー
教

室
、外
国
航
路
一
等
船
室
で
の
修
学
旅
行
、

ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
の
校
服
、農
園
作
り
な

ど
な
ど
当
時
と
し
て
は
斬
新
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
ま
す
。ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
見
て
も
生
徒
へ
の
愛
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、掲
載
文
の
語
り
口
調
か
ら

は
丸
山
先
生
の
暖
か
い
お
人
柄
が
う
か
が
い

知
れ
ま
す
。

　

全
て
を
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
第
２
弾
を
掲
載
し
た

校長室にて

昭和6年当時の赤羽橋と田町駅

い
と
思
い
ま
す
。全
文
を
お
読
み
に
な
り
た
い

方
は
ワ
カ
バ
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。ま
た
、

ワ
カ
バ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

2
年
後
に
90
周
年
を
迎
え
る
ワ
カ
バ
会
に

と
っ
て
、三
田
高
校
の
校
風
、教
育
、精
神
の
原

点
を
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
時
と
は
時
代
背
景
や
制
度
が
全
く
違
っ

て
い
ま
す
が
、第
六
高
女
か
ら
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
精
神
に
誇
り
を
持
っ
て
90
周
年
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
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世
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月
号
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暮
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帖
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H
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第
1
回（
27・4・30　

18
時
〜
20
時
30
分
）

　

各
委
員
会
報
告
、平
成
26
年
度
決
算
、　

　

事
業
報
告
及
び
平
成
27
年
度
予
算
案
及

　

び
活
動
計
画
に
つ
い
て
、代
表
理
事
選
任

　
に
つ
い
て
、平
成
27
年
度
総
会
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会（
27・5・17
）

　

代
表
理
事
選
任
に
つ
い
て

第
2
回（
27・6・10　

18
時
〜
20
時
）

　

各
委
員
会
報
告
、奨
学
金
応
募
者
選
考

　

承
認
、退
任
理
事
・
監
事
へ
の
記
念
品
贈

　

呈
に
つ
い
て

第
3
回（
27・9・17　

18
時
〜
20
時
）

　

各
委
員
会
報
告
、三
田
高
校
キ
ャ
リ
ア
ガ

　
イ
ダ
ン
ス
講
師
推
薦
に
つ
い
て
、オ
セ
ン
チ

　

山
の
整
備
に
つ
い
て（
三
田
高
校
か
ら
の

　

要
請
）、理
事
会
委
員
会
再
編
成

第
4
回（
27・11・25　

18
時
〜
19
時
10
分
）

 

各
委
員
会
報
告
、ワ
カ
バ
会
90
周
年
記
念

　

総
会
準
備
に
つ
い
て
、理
事
会
委
員
会
再

　

構
成

第
5
回（
28・1・28　

17
時
30
分
〜
18
時
30
分
）

　

各
委
員
会
報
告
、平
成
28
年
度
総
会
日

　

程
に
つ
い
て
、新
監
事
選
任
に
つ
い
て
、奨

　

学
金
募
集
要
項
に
つ
い
て
、ワ
カ
バ
会
90

　

周
年
記
念
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
6
回（
28・3・29　

18
時
〜
19
時
15
分
）

　

各
委
員
会
報
告
、平
成
28
年
度
予
算
及

　

び
活
動
計
画
に
つ
い
て
、新
理
事
監
事
候

　

補
者
選
任
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
ワ
カ
バ
会
総
会
は
、
5
月

22
日
（
日
）
12
時
よ
り
13
時
ま
で
母
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

出
席
は
、
会
員
2
1
7
名
、
客
員
10
名
。

　

第
六
高
女
、
三
田
高
校
両
校
歌
斉
唱
、

三
輪
田
真
会
長
の
挨
拶
、
ワ
カ
バ
会
名
誉

会
長
、
笹
の
ぶ
え
三
田
高
校
校
長
祝
辞
の

後
、
奥
谷
雅
之
副
校
長
か
ら
生
徒
達
の
学

校
生
活
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。
続
い
て
議

事
に
入
り
、
平
山
理
事
か
ら
平
成
27
年
度

事
業
報
告
と
決
算
報
告
、
杉
本
監
事
の
監

査
報
告
の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
、
可
決

さ
れ
た
。

　

次
に
、
市
倉
監
事
の
退
任
に
よ
り
新
た

に
田
中
基
博
氏
（
46

-

2
）
が
監
事
に
選

任
さ
れ
た
。
ま
た
平
山
理
事
よ
り
平
成
28

年
度
予
算
・
事
業
計
画
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　

最
後
に
米
寿
会
員
8
名
に
花
束
を
贈
呈

し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
ワ
カ
バ
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

平成28（2016）年11月1日発行 会　報　わ　か　ば 第80号 ⑿
　
１
年
生
は
入
学
早
々
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
高
校

生
活
、特
に
学
習
に
つ
い
て
展
望
を
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
、一
番
忙
し
い
学
年
で
す
。課
題
研
究
は
１
年
生
の
う

ち
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。海
外
修
学
旅
行
を
視
野
に
入
れ
た
、鎌

倉
遠
足
、留
学
生
が
先
生
、国
際
理
解
講
演
会
と
続
き
、10
月
の
台

湾
行
き
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
行
事
も
３
年
生
を

補
佐
し
た
り
、あ
る
い
は
自
分
た
ち
が
中
心
に
な
っ
た
り
と
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。２
学
期
に
は
３
年
次
の
選
択
科
目
も
決
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

３
年
生
は
言
う
ま
で
も
な
く
、卒
業
後
の
自
己
実
現
に
向
け
た

準
備
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　

１
学
期
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
体
育
祭
・
球
技
大
会
も
、実
行
委
員

が
奮
闘
し
て
く
れ
て
、文
字
通
り
熱
気
に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
で
は
、今
年
も
多
く
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま

す
。台
湾
・
大
同
高
級
中
学
の
先
生
方
、韓
国
・
忠
南
外
国
語
高
校
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・パ
イ
オ
ニ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
高
校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
等
々
、ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。国
際

理
解
委
員
・ユ
ネ
ス
コ
委
員
は
も
ち
ろ
ん
、多
く
の
生
徒
た
ち
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
休
み
も
部
活
動
夏
季
合
宿
、 British H

ills 

で
の
研
修
、

English W
orkshop 

そ
し
て
講
習
と
盛
り
だ
く
さ
ん
。９
月

に
は
白
珠
祭
。行
事
に
、部
活
に
、も
ち
ろ
ん
学
習
に
一
所
懸
命
取

り
組
む
三
田
高
生
。ま
す
ま
す
活
気
あ
ふ
れ
た
三
田
高
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
便
り

28
年
度
前
半

　
　
　
ー
ま
す
ま
す
活
気
あ
る
三
田
高
生

副
校
長
　
奥
谷
　
雅
之

　

平
成
28
年
度
の
ワ
カ
バ
会
丸

山
記
念
奨
学
金
は
、6
月
の
理
事

会
で
1
年
生
2
名
、2
年
生
3
名
、

3
年
生
4
名
の
計
9
名
の
奨
学

生
を
決
定
、7
月
に
上
半
期
の
6

か
月
分（
6
万
円
）を
本
人
に
手

渡
し
し
た
。29
年
1
月
に
下
半
期

6
か
月
分
を
給
付
す
る
。今
年
は

25
名
の
志
望
者
が
あ
り
、選
考
委

員
会
で
は
、本
人
の
申
請
理
由
、

担
任
の
先
生
の
推
薦
調
書
を
審

査
、5
人
の
選
考
委
員
が
そ
れ
ぞ

れ
採
点
し
て
高
得
点
者
か
ら
選

考
し
た
。そ
の
結
果
、3
学
年
で

9
名
を
奨
学
生
に
選
ん
だ
。有
志

会
員
か
ら
、昨
年
に
続
い
て
奨
学

金
に
充
当
希
望
の
寄
付
を
頂
き
、

今
年
も
当
初
予
算
よ
り
1
名
多

い
9
名
と
な
っ
た
。

９
名
に

 

ワ
カ
バ
会
奨
学
金
を

                    

給
付

ワ
カ
バ
会
丸
山
記
念
奨
学
金

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

総
会
報
告

総
会
報
告
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新
緑
眩
し
い
５
月
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。私
は
５
年
前
に
結
婚
し
、現
在
石
川
県

金
沢
市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。去
年
開
通
し
た
北
陸
新
幹
線

の
お
か
げ
で
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
、参
加
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
て
２
つ
嬉
し
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、

N
H
K
連
続
ド

ラ
マ『
と
と
姉

ち
ゃ
ん
』の
モ
デ

ル
に
な
っ
た
大
橋

鎭
子
さ
ん
が
卒

業
生
と
い
う
こ

と
。金
沢
で
毎
日

ド
ラ
マ
を
見
る

た
び
に
母
校
を

思
い
出
し
て
い

ま
す
。

 

２
つ
目
は
米
寿

を
迎
え
た
先
輩

方
に
お
会
い
で
き
た
こ
と
。卒
業
し
て
70
年
経
て
も
母
校
を

誇
り
に
思
い
、友
人
た
ち
と
青
春
時
代
の
思
い
出
を
楽
し
そ

う
に
話
し
て
い
る
姿
を
見
て
素
敵
で
し
た
。

 

48
回
生
と
も
50
年
後
も
先
輩
方
の
よ
う
に
再
会
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、こ
の
会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
の
ワ
カ
バ
会
総
会
は
5
月
22
日
、

母
校
に
多
数
の
同
窓
生
が
集
い
、無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

ま
た
丸
山
記
念
奨
学
生
は
今
年
も
多
数
の

応
募
が
あ
り
、選
考
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

山
荘
閉
荘（
平
成
22
年
）以
来
の
事
業
縮

小
に
伴
い
、27
年
度
よ
り
総
務
委
員
会
と
事

業
運
営
委
員
会
が
統
合
さ
れ
ま
し
た
。大
田

区
鵜
の
木
の
月
極
契
約
駐
車
場
の
駐
車
料
収

入
は
皆
様
か
ら
の
維
持
会
費
と
と
も
に
貴
重

な
財
源
と
し
て
運
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。28

台
駐
車
可
能
で
す
が
、日
体
大
カ
ヌ
ー
部
収

納
庫
も
含
め
て
現
在
20
台
分
が
契
約
済
で
す
。

鈴
木
美
智
子

山
口
謙
一
郎

内
堀
り
え
子

西
上
原
節
子

平
山　

孔
嗣

佐
藤　

裕
彦

（
9‒

3
）

（
8‒

1
）

（
24‒

1
）

（
24‒

5
）

（
29‒

2
）

（
29‒

3
）

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

丸
山
　
さ
ゆ
り（
瀬
戸
）

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
て

総
務
委
員
会

　

27
年
度
よ
り
事
業
運
営
委
員
会
は
総
務

委
員
会
と
統
合
し
ま
し
た
。

事
業
運
営
委
員
会

48‒

5

委
員
長

中
村
左
都
子

桐
生　

郁
子

宇
野　

修
平

星
川　

孝
宜

（
7‒

2
）

（
4‒

1
）

（
8‒

2
）

（
25‒

4
）

委
員
長

は
会
員
の
皆
様
の
拠
出
に
よ
る
継
続
的
な
ご

協
力
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。会
員
の
た

め
の
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
、ワ
カ
バ
会
発

足
以
来
の「
卒
業
生
は
母
校
と
と
も
に
発
展

す
る
」を
実
現
で
き
る
会
務
を
遂
行
す
る
た

め
一
層
の
ご
協
力
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す平

山　

孔
嗣

片
山　

優
子

上
田
み
つ
子

（
29‒

2
）

（
19‒

2
）

（
28‒

5
）

　

会
計
委
員
会
は
、ワ
カ
バ
会
の
財
務
会
計

業
務
全
般
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。日
頃
、

維
持
会
費
納
入
に
際
し
ま
し
て
は
格
別
の

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

入
会
金
、維
持
会
費
は
、駐
車
場
収
入
と

共
に
経
営
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。低
金

利
に
よ
り
運
用
収
益
の
見
込
め
な
い
現
状
で

会
計
委
員
会

⑤
第
2
回　
赤
レ
ン
ガ
東
京
駅
と
東
京
ス
テ
ー

　
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
見
学
会 

（
9
月
15
日
実
施
）

⑥
第
11
回  

お
祭
り
と
の
ふ
れ
あ
い 

　
〜
小
田
原
城
と
小
田
原
伝
統
技
店
め
ぐ
り
〜  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
10
月
13
日
実
施
） 

⑦
第
33
回  

親
睦
ゴ
ル
フ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
10
月
20
日
実
施
） 

⑧
第
4
回 

東
京
国
立
近
代
美
術
館

　

タ
ッ
チ
＆
ト
ー
ク　

〜
工
芸
館
ガ
イ
ド
ス

　
タ
ッ
フ
に
よ
る
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜  

　
　
　
　
　
　
　

  （
11
月
9
日
実
施
予
定
） 

⑨
第
5
回 

ワ
カ
バ
会
観
劇
会　

新
春
浅
草

　

歌
舞
伎　

  （
29
年
1
月
13
日
実
施
予
定
）

⑩
オ
ペ
ラ
鑑
賞
会「
カ
ル
メ
ン
」

　
　
　
　
　

  （
29
年
2
月
4
日
実
施
予
定
） 

⑪
あ
ら
か
わ
創
造
舞
台
芸
術
祭
2
0
1
7 

　
　
　
　
　

  （
29
年
3
月
20
日
実
施
予
定
） 

⑫
相
撲
博
物
館
見
学
と
ち
ゃ
ん
こ
料
理
の
会

　
　
　
　
　

  （
29
年
3
月
1
日
実
施
予
定
）

 

⑬
第
5
回  

ワ
カ
バ
会
湘
南
散
歩  

　
　
　
　
　

  （
29
年
3
月
29
日
実
施
予
定
） 

来
年
度
も
ど
う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

企
画
委
員
会
で
は
、毎
年
多
様
な
行
事
を

企
画
・
実
施
し
て
お
り
、お
陰
様
で
幅
広
い

層
の
会
員
の
方
か
ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

①
第
23
回  

健
康
麻
雀
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
4
月
20
日
実
施
）

②
第
4
回  

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
見
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
7
月
22
日
実
施
）

③
第
4
回  
ワ
カ
バ
会
観
劇
会

　
「
マ
ン
マ・ミ
ー
ア
」　  （
8
月
18
日
実
施
） 

④
第
13
回  

同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

白
珠
祭
出
展    （
9
月
10
日・11
日
実
施
）

企
画
委
員
会

委
員
長

平
山　

孔
嗣

田
中　
　

浩

小
針　
　

淳
（
29‒

2
）

（
32‒

5
）

（
40‒

3
）

委
員
長

　

定
期
的
に
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
行

い
、最
新
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。定

期
総
会
の
様
子
と
議
事
録
、企
画
行
事
の
お

知
ら
せ
、会
報
わ
か
ば
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、会
員
の
み
な
さ
ま
の
個
人
情
報
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

I
T
委
員
会

田
中　
　

浩

田
村　

和
子
（
32‒

5
）

（
10‒

5
）

委
員
長

　

会
報
わ
か
ば
第
79
・
80
号
の
発
行
を
い
た

し
ま
し
た
。会
報
で
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
の

ご
案
内
や
会
員
の
近
況
、行
事
の
案
内
や
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
感
想
、母
校
の

近
況
な
ど
を
載
せ
て
い
ま
す
。

広
報
委
員
会



給 与 手 当
旅 費 交 通 費
通 勤 費
消 耗 品 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
会 費 徴 収 費
情 報 管 理 費
会 議 費
光 熱 費
公 租 公 課
雑 費

什 器 備 品 費

記 念 事 業 積 立 金 繰 入

予 備 費

総 会 費
会 報 発 行 費
行 事 費
周 年 記 念 事 業 費
商 品 企 画 費
奨 学 金 支 出
駐 車 場 事 業 費
給 与 手 当
旅 費 交 通 費
通 勤 費
消 耗 品 費
通 信 運 搬 費
印 刷 製 本 費
会 費 徴 収 費
情 報 管 理 費
会 議 費
光 熱 費
公 租 公 課
雑 費

平成28（2016）年11月1日発行 会　報　わ　か　ば 第80号 ⒁
平成27年度決算・平成28年度予算
自 平成27年4月1日～ 至 平成28年3月31日

平成27年度予算額 平成27年度決算額 平成28年度予算額
（単位：円）

科　　　目
収入の部
1.財産運用収入  

20,000 21,416 18,000 
2.会費・入会金収入  

1,330,000 1,330,000 1,465,000 
7,800,000 7,559,000 7,600,000 

3.事業収入  
400,000 410,000 400,000 
500,000 321,845 300,000 

5,800,000 5,112,747 5,000,000 
4.寄付金収入  

300,000 235,966 240,000 
5.雑収入  

20,000 117,070 20,000 
6.繰入金収入  

3,000,000 3,000,000 3,000,000 
当期収入合計　　　　（A） 19,170,000 18,108,044 18,043,000 
前期繰越収支差額 9,236,897 9,236,897 1,060,002 
収入合計　　　　　　（B）　　 28,406,897 27,344,941 19,103,002 

支出の部
1.事業費

1,350,000 1,338,981 1,350,000 
5,300,000 4,951,480 5,000,000 

300,000 191,479 300,000 
0 0 200,000 

150,000 112,964 120,000 
960,000 1,080,000 960,000 

3,200,000 2,857,168 3,000,000 
2,800,000 2,984,178 2,730,000 

91,000 73,644 73,500 
371,000 445,116 402,500 
84,000 138,752 140,000 

126,000 138,533 126,000 
126,000 129,654 119,000 
315,000 289,870 294,000 
385,000 399,972 371,000 
210,000 188,347 182,000 

56,000 50,932 47,600 
0 15,260 16,100 

91,000 135,126 133,000 

2.管理費
1,200,000 1,278,933 1,170,000 

39,000 31,562 31,500 
159,000 190,764 172,500 

36,000 59,465 60,000 
54,000 59,371 54,000 
54,000 55,566 51,000 

135,000 124,230 126,000 
165,000 171,417 159,000 

90,000 80,720 78,000 
24,000 21,828 20,400 

0 6,540 6,900 
39,000 57,911 57,000 

3.固定資産取得支出
600,000 625,176 100,000 

4.目的預金積立支出
8,000,000 8,000,000 0 

5．予備費支出
100,000 0 100,000 

当期支出合計（C） 26,610,000 26,284,939 17,751,000 
当期収支差額（A）ー（C）　　 -7,440,000 -8,176,895 292,000 
当期繰越収支差額（B）ー（C） 1,796,897 1,060,002 1,352,002 

公益目的支出準備金繰入金収入

雑 収 入

寄 付 金 収 入

駐 車 場 事 業 収 入
商 品 売 上 収 入
総 会 費 収 入

財 産 利 息 収 入

維 持 会 費 収 入
入 会 金 収 入
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　7月20日、サントリーホールで第2回伊藤忠サマーコンサートが開かれま
した。このコンサートでは高校生との共演が見所の一つですが、今回、三田
高校管弦楽団・コーラス部が選ばれ、ニューヨーク・シンフォニック・アンサ
ンブルと共演をしました。
　5月末、指揮を務める高原守氏が実際に三田高校を訪れ、直接指導して
下さいました。3か月の猛練習の間には定期試験もあり、部員たちは勉強と
の両立が大変だったと聞いています。しかしコンサート当日は、総勢98名が
チャイコフスキーの祝典序曲「1812年」作品49とアンコールではエルガー
の威風堂々をまさに堂々と演奏し、迫力ある演奏に会場は感動の渦につつまれました。高原氏も「高校生の迫りくる“圧”
に圧倒された！」とコメントされました。クラシックの殿堂サントリーホールでプロの方々との共演という貴重な経験は今
後の活動に生かされることでしょう。
　今夏は野球部の活躍も見逃せません。夏の東東京大会では強豪相手にサヨナラ勝ちを収めるなど、2007年の創部以
来初の4回戦進出を果たしました。階段での基礎練や駐車場脇でのバッティング練習など、練習環境の悪い中での大健
闘でした。都立の星になる日も遠くないかもしれません。
　また春号でご紹介しましたロープスキッピングの柴田恵理さん（3年）は世界ロープスキッピング選手権大会個人戦15
歳以上女子の部門で3位となりメダルを獲得されました。
学業だけでなく、多方面で活躍する三田高生達にエールを送ります！

26. 7
28. 9
27.11
26.11
26.10
28. 5
28. 3
27.12
28. 4
27. 9
27.12
27. 3
28. 5
23.12
27. 8
27.10
27. 7
28. 3
28. 4
27. 8
不  明

長谷川　愛子
河合　美恵子
設楽　元子
白根　栄
吉岡　常葉
若菜　允子
小林　正子
内山　富美代
橋本　明
高橋　清恵
水越　千代子
松崎　敦子
小和田　宏明
加藤　はつ
伊藤　太一
鷲沢　洋子
山口　晃
西村　侑里子
久松　重光
佐藤　修一
米井　すみの

（粕谷）
（渡辺）
（金井）
（大塚）
（中西）

（松田）

（田中）

（角谷）
（七戸）
（都築）

（小島）

（三谷）

22-ｴ
22-ｴ
1-1
2-4
3-5
5-4
6-1
6-4
7-4
7-4
7-5
9-1
10-4
10-5
11-3
12-6
13-3
17-6
19-5
22-5
34-2

28. 1
22.12
27.12
23. 4
28. 7
27. 4
27. 8
28. 8
28. 6
28. 3
28. 1
27. 9
27.12
27. 6
28. 2
28. 7
22. 5
不  明
27. 7
28. 2

浜野　道子
勝間田　浜子
鈴木　和子
古屋　輝子
松井　千鶴子
佐久間　順
宗像　君子
池　香恵子
北村　未知子
伊藤　静香
堀江　陽子
杉浦　光子
福沢　清子
竹崎　光子
坂生　洋子
荒木　桂子
岡山　敬子
横山　松子
赤岡　裕子
牧野　玲子

（久我）
（名倉）

（多賀）
（藤井）
（広瀬）
（寺島）
（林 妙子）
（北村）
（中原）
（奥村）
（鈴木）
（斎藤）
（勝田）
（坂生）
（高橋）
（山田）
（福田）

（富田）

13-ｴ
13-ｵ
14-ｲ
14-ｲ
14-ｲ
14-ｵ
14-ｵ
15-ｱ
15-ｳ
15-ｴ
15-ｴ
15-ｴ
15-ｵ
16-ｱ
17-ｱ
17-ｲ
17-ｳ
19-ｴ
19-ｵ
20-ｳ

27. 8
28. 2
28. 2
27. 6
27. 5
28. 1
28. 8
22. 7
26.10
27.12
23. 7
27. 9
28. 1
27. 8
27.12
28. 3
28. 1
28. 3
28. 4
28. 6

尾勝　宏光
福島　克己
永作　誠一郎
髙部　和子
三戸　ミドリ
石藤　健一
鈴木　理恵
林　ナミ子
田口　スミ
田中　不二子
佐藤　雪江
宗像　宏子
窪田　タミ子
原　登志
久松　朝子
平野　米子
田中　まり子
街風　多恵子
村井　康子
朝比　すみ

（古川）
（大粟）
（天沼）
（森田）
（福島）
（徳田）
（菊池）
（富田）

（前澤）
（長谷）
（吉岡）
（作間）

旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
旧職
現職
2-C
4-ｲ
6-ｴ
8-ｴ
8-ｴ
8-ｵ
9-ｱ
11-ｳ
12-ｳ
12-ｳ
12-ｴ
13-ｲ
13-ｳ

逝去年月卒業回・組 逝去年月卒業回・組
逝去年月卒業回・組

追  悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）

頑張れ！頑張れ！三田高生！三田高生！

理
事  

田
村
　
和
子
（
10‒

5
）

若
菜
允
子 

元
会
長

ご
逝
去

―
 

ワ
カ
バ
会
発
展
に
　
　
　
　
　

多
大
の
貢
献 ―

　
昭
和
54
年
か
ら
平
成
6
年
ま
で
ワ
カ

バ
会
会
長
と
し
て
、そ
の
後
、平
成
26
年

ま
で
は
理
事
と
し
て
長
ら
く
ワ
カ
バ
会

の
運
営
、発
展
に
尽
力
さ
れ
た
若
菜
允

子
さ
ん（
81
歳
）（
5‒

4
）が
5
月
6
日

逝
去
さ
れ
た
。若
菜
さ
ん
は
東
大
法
学

部
出
身
、弁
護
士
と
し
て
ご
活
躍
の
一

方
で
、数
々
の
政
府
委
員
会
や
、法
曹
界

の
後
進
育
成
な
ど
に
精
力
的
に
活
動
さ

れ
た
。

　
ワ
カ
バ
会
で
は
、会
長
に
就
任
さ
れ

る
と
同
時
に
組
織
を
整
え
、昭
和
40
年

に
建
設
さ
れ
老
朽
化
し
た
軽
井
沢
山

荘
の
増
築
改
装
を
、実
行
委
員
長
と
し

て
指
揮
、実
行
。57
年
に
新
装
と
な
っ
た

山
荘
は
、同
窓
会
経
営
の
和
や
か
な
宿

泊
施
設
と
し
て
、新
旧
同
窓
生
の
交
流

親
睦
の
場
と
な
り
、平
成
22
年
閉
荘
ま

で
ワ
カ
バ
会
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

　
ワ
カ
バ
会
の
発
展
に
長
年
、多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
若
菜
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

　
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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◆白珠祭に出品して下さった多治見操様（15-ｲ）より、ご自
　身が刺繍を施されたクロス7点をご寄贈していただきま
　した。大切に使わせていただきます。

◆事務局では名簿の申し込みや問い合わせに対しては慎
　重に対応しております。
　クラス会や同期会で名簿・宛名ラベルが必要な場合には、
　申込書を提出していただいた上で幹事の方へのみ有料
　で提供しております。申込書は事務局でご用意しておりま
　すが、ホームページからダウンロードも可能です。

◆Facebook , Twitterのアカウントをお持ちの方はワカバ会
　にも「いいね！」「フォロー」をお願いします。

事務局だより

ワカバ会は、大田区鵜の木の所有地に28台駐車可能な月
極駐車場を経営しています。
駐車料収入は皆様からの維持会費同様、ワカバ会の貴重な
財源として有効に活用しております。しかしながら、現在8台
分が空き状態です。近隣にお住まいの方々はぜひご利用く
ださい。また、お知り合いの方をご紹介いただければ幸甚で
す。
年間契約での月極駐車料金は25,000円ですが、短期利用
も可能です。
お問い合わせはワカバ会事務局までご連絡ください。
　♠所在地：大田区鵜の木3-32-10

ワカバ会駐車場

前号（79号）4ページ「ワカバの輪」で『戸田先生を囲んで白
寿祭』の原稿をお書き下さいました國司まゆ（村木）様の
回・組が間違っておりました。國司様はじめご関係者の皆様、
大変申し訳ございませんでした。お詫びして訂正いたします。

お詫び
♣第六8-ｴ
♣第六13-ｴ
♣三田20回生
♣三田26-4
♣三田28回生
♣硬式野球部
♣匿名希望の方より　　4件
……以上のご寄付をいただきました。奨学金はじめ会の運
営のために使わせていただきます。ありがとうございました。

御寄付御礼

♠2016年になり、熊本、大分での大地震、夏の台風の北海道への再三の上陸と大雨による被害等自然災害が
　相継ぎました。被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。
　ワカバ会は皆様を繋ぐネットワークでありたいと思います。またお会いしましょう。

編集
後記

ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは、電話・FAX・E-mail にて、事務局まで

折りたたみトートバッグ
全5色　各700円

タオルマフラー　各800円

バンダナ　各500円

折りたたみ傘
各700円

ハローキティ根付
650円
（寄付込1,000円）

ボールペン
150円

タオルポーチ　各500円 ミニタオルハンカチ　各350円

31×37×9㎝
（広げるとA4サイズ
 も入ります）

たたむと
こんなに
小さくなります

青紫

薄紫 紫 桃色 オレンジ ミントグリーン

ワイン ピンク からし色 薄緑

佐藤（森田）雪江様ご遺族様より
浜野（久我）道子様ご遺族様より
匿名希望の方より
片瀬（山口）弘子様より
有志の皆様より
OB会より

30,000円
10,000円
3,000円

80円切手100枚
101,059円
10,000円

計179,000円

（誤）14-7　國司まゆ（村木）　
（正）40-1　國司まゆ（村木）

3色4芯
ボールペン
150円

携帯ストラップ
300円

クリアファイル
各50円

レターセット、
一筆箋
各100円

NEW
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